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「人権川柳表彰式 」 

～ともに考え  

ともに生きる～  

3

原 風 録Ⅱ  「 春が来る 」 

所長 平山和弘 

時間は、誰にも平等に流れて行きます。もうすぐ、寒い冬が終わり、

暖かい春がやって来ます。時は流れ、楽しいことも、悲しいことも全て

過去の出来事になって行きます。いつまでもそこに立ち止まっているこ

とはできません。忘れたいこともあれば、忘れたくない忘れられないこ

ともあります。それでも、乗り越えて一歩前に進むしかありません。時

は流れ、心を癒やしてくれるかもしれませんが、心の傷をずっと背負っ

て生きていかなければならないこともあるでしょう。それでも春は来ま

す。 

さて、３月は別れの時でもあります。職場では異動、学校では進級、

卒業という大きな節目を迎え、新たな旅立ちとなります。どんな未来が

待っているのか、待ち望んでいた春、不安で仕方ない春、皆さんにとっ

てどんな春なのでしょうか。たとえ何もしなくても、心の準備が出来て

いなくても、時は流れ、一歩を踏み出さなくてはなりません。だからこ

そ、未来を切り拓いていくために、しっかり備える時期にしたいもので

す。 

「奇跡を待つより、捨て身の努力もしくは地道な努力」という言葉が

ありますが、素敵な春を迎えるにはそれなりの努力が必要だということ

です。何もしなければ、何も生まれません。市民センターも素敵な春が

来るように、「不易流行」「桜梅桃李」をモットーにしっかり備えて行き

たいと思います。皆さんにとっても素敵な春が訪れますように！ 

事業報告 ◇はらきっず・ 

ぷち＆ぷらす◇ 

『 たき火を囲む 』 

 

２月７日（水）に、はらきっず･ぷちは４８名（午前）、はらきっ

ず・ぷらすも４８名（午後）の子どもたちと保護者の参加のもと、

たき火をしました。たき火の前に、畑でキャベツとロマネスコを収

穫しました。それから、七輪等で干し芋、マシュマロ、お餅を焼き、

その後でアルミホイルでくるんで、じっくり蒸された焼き芋を食べ

ました。子どもたちには、火傷の危険があるので十分気を付けなが

ら保護者の方が焼いて、自然の中でほくほくのお芋を口にしながら

たき火を満喫していました。途中で、少し雨が降ってきましたが、

その雨もすぐに上がり、楽しいひとときを無事終えることができま

した。             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇犬の放し飼いをやめましょう◇   
・散歩のときは必ず引き綱(リード)を付けて制御できる人がさせる

ようにしましょう。 

・広島県動物愛護管理条例では義務付けされています。 

・犬が怖い人も嫌いな人も、安心して暮らせるよう、 

飼い主がしっかりリードを持ちましょう。 

・また、交通事故、誤食などから動物を守って 

あげることができるのも、飼い主だけです。 



 

 

 

 
 

 

 

原地区の人口と世帯数（令和 6年 2月 1日現在） 

人 口：1,367 人(±0)  男 648 人(－1) 女 719 人(＋1) 

世帯数：725 世帯(＋1)            ※()は前月比 

編集：原市民センター 〒738-0031 廿日市市原 439-2   

 TEL：39-0227 FAX：39-0314 

※センターだよりは、ホームページでもご覧になれます。 

https://www.city.hatsukaichi.jp/site/haras

c 

検 索 

～３月の行事予定～ 

5日(火) いきいき百歳体操 10:00～ 

6日(水) 
はらきっず・ぷち 9:45～ 

はらきっず・ぷらす 14:45～ 

12日(火) 
いきいき百歳体操 10:00～ 

健康麻雀 13:30～ 

13日(水) はらほっとサロン 13:30～ 

15日(金) 一光大学（修了式） 13:30～ 

19日(火) いきいき百歳体操 10:00～ 

22日(金) たんぽぽ号（移動図書館） 11:45～ 

26日(火) 
いきいき百歳体操 10:00～ 

健康麻雀 13:30～ 

◆休館日： 20日(水) 春分の日 

 
事
業
報
告 (

原
地
区
人
権
啓
発
推
進
協
議
会)  

◆
令
和
５
年
度 

人
権
川
柳 

優
秀
作
品
の
紹
介
◆ 

一
般
の
部
15
名
、
33
句
、
小
学
生
の
部
57
名
、
126

句
、
合
計
72
名
、
159
句
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
多
数

の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
応
募
い
た
だ

い
た
皆
様
に
は
、
本
事
業
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

中
国
新
聞
社
の
中
国
柳
団
選
者
を
さ
れ
て
い
る
弘
兼

秀
子
先
生
に
毎
年
審
査
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
結
果

は
、
一
般
の
部
10
句
、
小
学
生
13
句
が
優
秀
句
作
品
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
入
選
者
に
は
、
２
月
17
日
（
土
）
の

表
彰
式
で
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
が
、
当
日

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
で
体
調
を
崩
し
て
出
席
で
き

な
か
っ
た
児
童
が
多
く
、
残
念
で
し
た
。 

優
秀
作
品
23
句
を
紹
介
し
ま
す
。 

◇
一
般
の
部 

特
選(

３
名)

◇ 
 

 

（
敬
称
略
） 

失
敗
を 

カ
バ
ー
し
あ
え
る 

仲
間
あ
り 

藤
井 

篤
子 

「
ど
う
し
た
の
」 

ひ
と
声
か
け
る 

思
い
や
り 

原
田 

満
信 

大
丈
夫 

一
人
じ
ゃ
な
い
よ 

僕
が
い
る 

香
川 

照 

◇
一
般
の
部 

入
選(

７
名)

◇ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

何
故
壊
す 

家
族
の
絆 

人
間
や
都
市 玉

川 

正 

物
忘
れ 

登
り
坂
で
も 

加
速
す
る 

森
本 

富
美
子 

要
る
も
の
は 

手
を
さ
し
の
べ
る 

勇
気
だ
け 

本
村 

く
み 

広
げ
よ
う 

思
い
や
り
の
輪 

笑
顔
の
輪 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

香
川 

朝 

あ
り
が
と
う 

そ
の
一
言
で 

あ
っ
た
か
い 

 
 

清
瀧 

菜
々
子 

人
権
を 

問
わ
れ
て
祈
る 

異
国
の
地 

 
 

長
野 

熊
吉 

軽
重
無
し 

命
の
重
さ 

皆
同
じ 

平
山  

和
弘 

 

【手話通訳・要約筆記】 
原市民センター主催の講座で手話通訳、要約筆記が必要な方は、各講座の 

３週間前にご連絡ください。受付時間 平日の９時から１７時まで 

              ☎（0829）39-0227 FAX：（0829）39-0314 

◇
小
学
生
の
部 

特
選(

３
名)

◇ 

仲
間
は
ね 

君
の
近
く
に 

い
る
か
ら
ね 

六
年 

渡
辺 

直
人 

思
い
や
り  

あ
ふ
れ
る
心 

み
ん
な
持
つ 

五
年 

大
瀬
戸 

咲
月 

友
だ
ち
は 

た
か
ら
も
の
だ
よ 

な
か
よ
く
ね 

二
年 

鳴
瀧 

望 

◇
小
学
生
の
部 

入
選(

10
名)

◇ 

な
か
ま
だ
よ 

な
ん
で
も
で
き
る 

い
っ
し
ょ
に
ね 

一
年 

内
田 

陽
旅 

あ
い
さ
つ
で 

み
ん
な
の
え
が
お 

あ
ふ
れ
出
す 

二
年 

藤
島 

菫 

ま
も
ろ
う
よ 

み
ん
な
の
な
か
ま 

大
切
に 

二
年 

安
本 

乃
咲 

思
い
や
り 

み
ん
な
の
心 

大
事
に
ね 

三
年 

坂
野 

春
月 

命
は
ね 

一
つ
し
か
な
い 

も
の
だ
か
ら 

三
年 

玉
田 

武 

な
か
ま
と
ね 

ゆ
う
き
を
も
っ
て 

生
き
よ
う
よ 

四
年  

井
戸
川 

奏
太 

友
だ
ち
が 

こ
ま
っ
て
い
た
ら 

助
け
合
い 

四
年 
柏
木 

希
子 

ゆ
う
き
と
は 

負
け
な
い
心 

作
る
ん
だ 

四
年 

藤
島 

壮
介 

守
ろ
う
よ 

世
界
の
平
和 

仲
間
で
ね 

五
年 

那
和 

紡 

仲
間
を
ね 

思
い
や
る
こ
と 

大
切
だ 

六
年 

中
本 

結
菜 

 

【
選
者
】
全
日
本 

川
柳
協
会 

常
任
幹
事 

弘
兼 

秀
子 

先
生 

 

【
講
評
】 川

柳
は
、
ふ
だ
ん
私
た
ち
が
話
し
て
い
る
言
葉
で
、

自
分
の
思
っ
た
こ
と
感
じ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
十
七

音
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
る
も
の
で
す
。
川
柳
の
基
本
で

あ
る
五
七
五
は
、
体
の
中
に
す
っ
と
入
っ
て
い
く
心

地
良
い
リ
ズ
ム
で
す
。 

 

ジ
ュ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
の
作
品
の
中
に
は
、
五
七
五

が
守
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、
指
を
折
っ
て
工

夫
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
入
選
句
は
、
互
い
に
相

手
を
思
い
や
り
、
あ
た
た
か
い
社
会
に
な
る
よ
う
願

う
思
い
が
伝
わ
り
ま
す
。 

 

一
般
の
部
で
は
、
日
々
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
た
こ

と
が
、
素
直
に
表
現
し
て
あ
り
大
変
良
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
作
句
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。 

◆
は
ら
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
◆ 

と 

き 

３
月
13
日(

水)

13
時
30
分
～ 

と
こ
ろ 

原
市
民
セ
ン
タ
ー 

大
研
修
室 

参
加
費 

２
０
０
円 

☆
ゲ
ー
ム
な
ど
し
て
軽
く
体
を
動
か
し
な
が
ら 

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

◇今月のおすすめの本◇ 

「 はじめてのおつかい 」  

筒井 頼子／作  林 明子／絵  福音館書店  

春になるとはじめてのことに挑戦したくなります。この本は、５

歳のみいちゃんの「はじめてのおつかい」が描かれています。 

はじめてのことにわくわくする一方、はじめてひとりで歩くお店

までの道には不安もいっぱい。転んだり、お金を落としたり、お店

に着いてからもなかなか大きな声が出ません。 

それでも勇気を出して「はじめてのおつかい」をやり遂げます。 

挑戦する素晴らしさと子どもの成長する姿が微笑ましい１冊で

す。図書の貸し出しは２週間です。 

 


